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一般質問（要旨）

整備の進む圏央道

子育てに優しい県づくりを

IBARAKI
IBARAKI

旅客機のベリー（床下部）で農産物を輸送

半
村
登
議
員
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

圏
央
道
に
つ
い
て
は
、
県
内
区
間

の
早
期
全
線
開
通
を
国
に
働
き
か
け

る
一
方
、
境
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
西
側
の
工
事
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
当
面
の
目
標
と
し
て
東
北
道
へ

の
接
続
を
早
期
に
実
現
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
る
。
圏
央
道
の
整
備
見
通

し
と
今
後
の
対
応
は
。

知
事  

圏
央
道
の
整
備
効
果
が
最
大

限
に
発
揮
さ
れ
る
た
め
に
は
、
常

磐
道
や
東
北
道
な
ど
と
相
互
に
連

絡
し
、
早
期
に
一
体
的
な
高
速
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
開
通
目
標
を

守
り
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し
て
重

点
的
な
整
備
が
さ
れ
る
よ
う
、
今
後

と
も
国
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

議
員  

養
豚
農
家
は
、
生
産
費
の
増

大
や
販
売
価
格
の
著
し
い
下
落
な

ど
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
輸
入
飼
料
高
騰
な
ど
の
影

響
を
極
力
抑
え
た
経
営
体
制
の
構
築

や
、
肉
豚
価
格
補
償
制
度
へ
の

加
入
率
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
今
後
の
畜
産
経
営
安
定

対
策
は
。

農
林
水
産
部
長　

肉
豚
価
格
補

償
制
度
は
、
基
金
造
成
に
係
る

生
産
者
負
担
が
削
減
さ
れ
た
の

で
、
そ
の
新
た
な
制
度
を
周
知

し
、加
入
促
進
に
努
め
る
。ま
た
、

で
き
る
限
り
国
産
飼
料
を
確
保

す
る
た
め
、
飼
料
用
米
を
利
活

用
す
る
耕
畜
連
携
モ
デ
ル
を
育

成
す
る
な
ど
、
安
定
し
た
畜
産

経
営
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

議
員  

本
県
商
工
業
の
振
興
を
図
る

上
で
、
商
工
会
の
体
制
の
充
実
が
必

要
で
あ
る
が
、
職
員
の
退
職
者
不
補

充
の
ほ
か
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

は
人
件
費
補
助
を
削
減
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
度

に
そ
の
内
容
を
再
度
検
討
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
平
成
二
十
二
年
度
以
降

の
商
工
会
に
対
す
る
支
援
は
。

商
工
労
働
部
長  

職
員
の
余
剰
が
生

じ
て
い
る
商
工
会
と
の
人
事
交
流
を

図
り
な
が
ら
、
一
部
新
規
採
用
に
よ

る
欠
員
補
充
を
行
う
と
と
も
に
、
補

助
金
も
当
初
の
削
減
率
か
ら
緩
和
す

る
こ
と
と
し
た
。
今
後
と
も
、
商
工

会
が
円
滑
な
経
営
指
導
な
ど
を
行
え

る
よ
う
、
必
要
な
支
援
に
努
め
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
圏
央
道
開
通
を
契
機
と

す
る
地
域
振
興
方
策
、
境
西
高
校

跡
地
な
ど
へ
の
特
別
支
援
学
校
の
整

備
、
交
通
事
故
防
止
対
策
な
ど
も
質

問
）

高
崎
進
議
員
（
公
明
党
）　

第

二
子
に
視
点
を
あ
て
た
子
育
て

支
援
、
待
機
児
童
解
消
、
小
児

医
療
費
助
成
制
度
拡
充
、
障
が

い
児
を
持
つ
家
庭
を
支
援
す
る

放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

知
事　

い
ば
ら
き
三
人
っ
こ
家

庭
応
援
事
業
の
第
二
子
へ
の
拡

大
は
、
事
業
成
果
や
子
ど
も
手

当
の
効
果
な
ど
を
踏
ま
え
検
討

す
る
。
ま
た
、
健
や
か
こ
ど
も

基
金
を
活
用
し
た
保
育
所
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
二

十
二
年
度
か
ら
は
保
育
士
の
増

員
や
特
定
保
育
推
進
な
ど
に
よ

り
現
時
点
で
の
待
機
児
童
は
お
お
む

ね
解
消
で
き
る
。
小
児
医
療
費
助
成

制
度
は
、
今
年
十
月
か
ら
小
学
校
三

年
生
ま
で
拡
大
。
障
害
児
を
持
つ
家

庭
支
援
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
連
携
を
進

め
る
と
と
も
に
、
放
課
後
の
居
場
所

づ
く
り
支
援
事
業
に
よ
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
な
ど
を
行
い
障
害
児
受
け

入
れ
の
円
滑
化
に
努
め
る
。

議
員　

介
護
施
設
待
機
者
解
消
策
、

利
用
者
の
要
望
を
踏
ま
え
た
施
設
整

備
及
び
在
宅
介
護
者
支
援
体
制
に
係

る
所
見
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

多
床
室
な
ど
の
要

望
を
踏
ま
え
た
整
備
方
針
の
策
定
を

含
め
施
設
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組

む
。

  

ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
機
能
を
担
え
る
よ

う
市
町
村
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
家

族
が
心
穏
や
か
に
介
護
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
。

議
員　

内
定
率
が
極
め
て
低
い
中
、

高
校
未
就
職
者
の
就
職
支
援
策
を
強

化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

商
工
労
働
部
長　

研
修
・
雇
用
一
体

型
事
業
の
募
集
人
員
を
増
や
す
と
と

も
に
、
県
の
臨
時
職
員
と
し
て
採
用

し
、
企
業
で
の
職
場
体
験
な
ど
に
よ

り
職
業
能
力
向
上
を
図
り
、
そ
の
後

の
就
職
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
様
々
な

事
業
や
国
の
制
度
を
活
用
し
就
職
支

援
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
産
業
技
術

専
門
学
院
で
は
、
新
規
学
卒
者
訓
練

で
追
加
募
集
を
行
う
と
と
も
に
、
離

転
職
者
訓
練
で
も
高
校
未
就
職
者
の

受
講
が
可
能
で
あ
り
、
今
後
も
訓
練

機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
周
知
に
努
め

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
障
が
い
者
自
立
支
援
の

取
り
組
み
、
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
、

農
産
物
の
海
外
輸
出
の
取
り
組
み
な

ど
も
質
問
）

本
澤
徹
議
員
（
自
由
民
主
党
）　

茨

城
空
港
か
ら
旅
客
機
の
ベ
リ
ー
（
床

下
部
）
を
活
用
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
に

地
元
農
産
物
を
届
け
る
こ
と
は
、
農

家
の
収
益
向
上
に
つ
な
が
り
、
空
港

の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
る
。
農
業

協
同
組
合
と
の
協
力
体
制
、
航
空
会

社
や
運
送
事
業
者
と
の
連
絡
な
ど
、

ベ
リ
ー
貨
物
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
検
討

状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

企
画
部
長　

国
際
航
空
貨
物
輸
送
の

実
現
の
た
め
に
、
生
産
者
や
航
空
会

社
、物
流
事
業
者
の
課
題
に
対
し
て
、

農
林
水
産
部
と
連
携
し
て
輸
出
セ
ミ

ナ
ー
や
市
場
調
査
を
行
い
、
気
運
を

醸
成
し
て
き
た
。
今
後
も
取
り
組
み

を
継
続
し
、
関
係
者
の
研
究
会
で
実

現
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

鹿
島
灘
海
浜
公
園
下
海
岸
の

侵
食
対
策
は
、
国
土
保
全
と
と
も
に

海
浜
公
園
の
魅
力
を
左
右
す
る
こ
と

を
国
に
強
調
し
、
整
備
費
の
確
保
に

早
期
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。
海

浜
の
回
復
策
と
し
て
、
鹿
島
港
や
大

洗
港
区
の
し
ゅ
ん
せ
つ
砂
を
戻
す
サ

ン
ド
リ
サ
イ
ク
ル
を
提
案
す
る
。

土
木
部
長　

平
成
二
十
二
年
度
は
既

設
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
※
か
ら
突
堤
を
延

伸
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う
。
サ
ン

ド
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
の

効
果
を
調
査
・
検
証
す
る
。

議
員　

児
童
の
自
転
車
通
学
安
全
の

問
題
は
、
児
童
数
の
減
少
に
伴
う
小

学
校
再
編
統
合
に
よ
り
、
ど
こ
に
で

も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域

の
実
情
を
考
慮
し
、
自
転
車
レ
ー
ン

確
保
や
車
の
時
間
帯
規
制
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
活
用
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
へ
の
国
や
県
の
支
援
の

拡
充
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
対
策
を

検
討
し
、
早
期
の
実
施
を
望
む
。

教
育
長　

関
係
部
局
に
よ
る
対
策
会

議
を
開
催
し
、
通
学
路
の
見
直
し
や

危
険
個
所
の
道
路
整
備
方
策
、
交
通

安
全
教
育
の
推
進
な
ど
を
検
討
し
て

お
り
、
そ
の
検
討
結
果
を
着
実
に
実

施
し
て
い
く
。
市
町
村
に
対
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
利
用

や
新
た
な
助
成
制
度
を
活
用
し
た
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
を
働
き
か
け
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
徹
底
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
鹿
行
北
部
地
域
の
将
来

像
、
家
畜
廃
棄
物
の
新
た
な
処
理
、

商
店
街
維
持
へ
の
支
援
な
ど
も
質

問
）

※【ヘッドランド】…砂浜を安定化させるため、長い砂浜海岸に作られた人工的な岬。鹿島灘海岸のヘッドランドは、約１km間隔に整備されているが、周辺は沖に向かう水流が強い
ため、立ち入り・遊泳禁止となっている。

ことば

圏
央
道
の
整
備
見
通
し
は

開
通
目
標
の
堅
持
と
重
点
的
な
整
備
を

働
き
か
け
て
い
く

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
策
の
充
実
を

経
済
的
負
担
軽
減
と

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
重
要

農
産
物
の
国
際
ベ
リ
ー
輸
送
の
実
現
は

実
現
に
向
け
て
研
究
会
で
検
討
し
て
い
く


